
新たなベンチマーク
デジタルトランスフォーメーション（DX）
は、今日のグローバルに渡る最大のテー
マとなっている。現代のデジタル経済にお
いて、国、産業、企業や個人はますますICT
産業やそこから創出される新たなデジタ
ル性能の影響を受けるようになっている。

「デジタル・エンタープライズ」のビジョンを実現するために、組織はこれらのデジタ
ル技術イネーブラーとイノベーション・アクセラレーターを利用しなければならない。

第3のプラットフォーム上の 
                      デジタル能力

2017年までに、（アジア太平
洋地域における）組織のICT支
出の60％以上が第3のプラット
フォームに関する技術、ソリュ
ーションおよびサービスに向け
られ、2020年には約80％に拡
大する見込みである。

第3のプラットフォームへ
の支出拡大

…さらに6つのアクセラレーター

4つの技術要素…
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An IDC Infographic

DXは、顧客中心の事業戦略である。デジタルディスラプションへ
の道のりにおいて、企業や政府機関は、5つのキーとなる象限か
ら考察する必要がある。

デジタルディスラプション 
（デジタル破壊）の出発点
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       に対する戦略

• 組織全体でイノベーションを「高速推進 
（オーバードライブ）」する文化の醸成

• 顧客を魅了するための	
「デジタルフロントドア」の整備

早期のデジタル変革者や
デジタル破壊者は、DX
経済に影響をもたら
す、戦略、イニシアティ
ブ／プログラム、投
資をすでに実行し
ている。

• 新たなデジタル収益源を獲得するため
のITリソースの投入

• 情報を差別化要因に変える

• セキュリティとイノベーション間の
調和した関係性の追求

最大の課題
能力
自社組織に対してイノベー
ションを推進し、新しいデ
ジタル収益源を創出するこ
とが可能なリーダーを志向
しているにもかかわらず、ア
ジア太平洋地域では、わず
か15％のCIOのみが自分
をそのようなリーダーとして
みているにすぎない。

事業需要  

アジア太平洋地域のトッ
プ1000（A1000）企業の
60％は、企業戦略の中心
にDXを据えるようにな
る。それに応じて、CIOは自
社がどのようにDXに取り
組むかを検討している。

時間の制約
CIOは、すでに自社
IT組織内の重要な
変革に向けた取り
組みを始めているも
のの、DXをリードす
るための時間をほと
んど割けない状態
である。
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企業のデジタル化は、多くのCEOや経営陣にとっての
主要な業務となっている。デジタルディスラプション	
（デジタル破壊）は、多くのマーケットリーダーに課
題を投げかけているが、それはまた、新しい産業融合
や新規市場開拓機会の幕開けともなっている。

DX

課題

•	戦略的企業アーキテクチャ

•	機敏なDevOps

•	堅牢なプログラム管理（PMO）

•	イノベーションとセキュリティのバランスをとるガバナ
ンスフレームワーク

•	同時にビジネスラインや機能を横断する複数のタイ
プのイノベーティブなプログラムを管理する。

•	ビジネス仲間やエコシステムパートナーに対する影響
力や提携を行う。
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•	破壊的イノベーション：新たな市場とマネタイゼーションモデルの創出

•	応答的イノベーション：第3のプラットフォームとDX能力の統合

• 漸進的イノベーション：収益性の高いデジタル製品やサービスの最適

3Dにおけるリード
次世代のCIOは、DX経済で発展するために、「3Dでリードすること」が必要になって
いる。IDCのDX向け「3Dにおけるリード（L3D）」のリーダーシップモデルは、3つの
重要なITリーダーシップ規律に関連付けられている。

インコーポ 
レート

新たなスキル、テクニ
ックおよび文化をIT
組織の細部にまで行
き渡らせる。

イノベート
組織や職域を超
えたパートナー
シップの下でIT
による俊敏性や
イノベーションを
展開する。

インテグレート
新たな技術プラットフォームを安定した
ビジネスサービスに統合する。
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インテグレートには、将
来的なイノベーションへ
の移行と混乱を最小限
に抑えるためにオペレー
ティングモデルを開発す
る必要があることから、
現代のCIOにとって、最
大の課題と最大の機会
がある。インテグレート
は、イノベートとインコ
ーポレートを結び付け
ることであり、CIOの今
日果たすべき最も重要
な役割である。

	

CIOの役割

フレームワーク
ITのリーダーシップは、古きものから新しきものへ、不安定なものから安定的なものへ、	
実験レベルのものから稼働レベルのものへのトランスフォーメーションを推進するために、
ビジネスパートナーとの持続的なコラボレーションを構築する必要がある。

ITオペレーションにDXレイヤーを追加すると、データサイエンティスト、IoT専門家
や高度な分析者が持つ新たなスキルを獲得する以上のことが求められる。これは、
また、新しいITリソースを取り入れながら、供給水準を維持することが可能な変化に
対応する組織文化の開発を意味する。

高い業績を上げるCIOとは
「ITのコンシューマライゼーション」によって、ビジ
ネス仲間やユーザーがより速く、より簡単に技術
を採用するようになる。これらの期待や需要も増
加している。この環境では、CIOはその組織のDX
戦略をリードするために自らのビジネス仲間と「競
合」していると言える。

60%

DXに取り組む企業の
60％では、2017年まで
にDX戦略の実行を監
督する専任の経営幹部
を設置するようになる。

CIOには、さらなる努力 
                     が求められる

DXの推進が急務であることを理解している

チェンジリーダーシップを推進できる

他の経営幹部とのWin-Winのパートナーシップ
を構築できる

積極的にリスクを負い、さらにイノベーションとセ
キュリティのバランスをとれる　

コストセンターや業務効率化／最適化としての	
ITから、ビジネスプロセスを変革し新たな収益モデ
ルを実現するITへと、ITの役割が変化していると	

考えている

極めて高いガバナンス能力を持っている
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CMO、COOおよびトランスフォーメーションやイノベーション担当幹部は、企業経
営の将来を決める采配を任されている。そのため、CIOにはさらなる努力が求められ
る。IDCが定義する早期のデジタル変革者およびデジタル破壊者に関する分析調査
によると、高い業績を上げるCIOは、以下の特徴を有している。

インテグレ
ート

インコーポ 
レートイノベート

2018年までに、CIOの3分の2は、イノベート、インテグレート、インコーポレート 
の実行が必要とされる「3Dにおけるリード」を受け入れるであろう。このリーダーシッ
プモデルは、DX経済で成功する高い業績を上げるCIOを輩出するとみている。
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